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「北方かわらばん」は、地方独立行政法人　北海道立総合研究機構　建築研究
本部　北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所が発行している
メールマガジンです。
ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。
アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から
のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で
きませんのでご了承ください。

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　今月号のトピックス
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

第１５号の内容はこちらです。

■イベントのお知らせ
　□「住居領域学習研修会」を開催します
　□「エコプロダクツ２０１０」に出展します

■特集　「今年を振り返って～道総研発足と調査研究～」

■最近の研究所の動き
　□「ジャパンホームショー２０１０」に出展しました！
　□「くしろ安心住まいフェア」に参加しました
　□中国東北部の住宅事情調査を実施しました
　□８～１０月の依頼試験・判定業務
　□外部への発表論文＆学会発表

■北総研からのお知らせ
　□研究ニーズ・普及ニーズを募集しています

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
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　　　イベントのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【「住居領域学習研修会」を開催します】

平成２３年１月７日（金）１３時より、道民活動センター「かでる２・７」に
おいて「第１４回住居領域学習研修会」を開催します。

この研修会は、住まい・環境教育学会と共催で開催するもので、中学・高校の
家庭科の先生を対象とした住まい・まちづくりの体験型授業を提案することを
目的として開催するものです。

プログラムとしては、住居領域学習のためのスライド教材「住まいと環境」の
解説とスライド教材の内容に関連した授業実践例の報告となっています。

詳しくは当所ホームページをご覧ください。
http://www.nrb.hro.or.jp/news/110107kensyuukai.html

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【「エコプロダクツ２０１０」に出展します】

平成２２年１２月９日（木）～１１日（土）東京ビッグサイトでエコプロダク
ツ２０１０が開催されます。この展示会は、今回１２回目を迎える日本最大級
の環境展です。

今年北総研では、一般財団法人旭川生活文化産業振興協会とともに「寒冷地も
のづくりコンソーシアム」として経済部の委託事業を受け、道内企業による省
エネ性等に優れた製品や技術をこの展示会でご紹介します。

当事業では、省エネ・新エネに対応した寒冷地向けのものづくりを行っている
道内企業の販路拡大を支援する取り組みを行っており、今回のエコプロダクツ
では、道内企業４社の出展をサポートします。
また、北海道ブースでは、「エコ・ものづくり　環境ブランド北海道」をテー
マに、北総研（コンソーシアム）が紹介する４社のほかに、道内企業１０社が
出展します。

新しい技術やアイデアによる製品がたくさんありますので、この期間に東京へ
来られる方は是非ビッグサイトへお立ち寄りください。

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　特集　「今年を振り返って～道総研発足と調査研究～」
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

この４月、道立２２の試験研究機関が統合され地方独立行政法人北海道立総合
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研究機構が設立し、既に８ヶ月が過ぎ１２月を迎え、少し落ち着きを取り戻し
ました。

この間、研究分野において大きく変化したのは、新研究制度により創設された
戦略研究です。

戦略研究とは、理事長のマネジメントにより道の重要な施策等に関わる分野横
断型の研究を、法人本部と各研究本部からなるプロジェクトチームを編成し、
企業、大学、国の研究機関等の連携により実施する研究です。道民生活の向上
と道内産業の振興に資することを目的とします。

研究期間：５年以内（平成２２～２６年度）
研究予算：年間２千万円以内（５年総額１億円以内）
実施課題数：中期計画に定めた３つの研究重点領域に対応し新規２課題、
　　　　　　継続１課題を実施

当研究所は、林産試験場、林業試験場及び工業試験場と連携して中期計画に定
められた研究重点領域の「道内産業のイノベーションの推進」に対応する研究
として『「新たな住まい」と森林資源循環による持続可能な地域の形成』を提
案し採択されました。

この研究で、期待される成果とその活用策は次のとおりとなっています。
○地域性に適合した「新たな住まい」を創出することで、良質な住宅の確保が
　図られるとともに、道内各地の住宅関連産業の振興に寄与します。
○ユーザーが希望する品質と数量を迅速に出荷提供できる道産木材の管理体制
　をつくり、道産木材の需要拡大を図るとともに、住宅分野のシェア拡大に寄
　与します。
○木材需要拡大による利益を森林所有者に還元し、持続可能な人工林資源の確
　保を図り、森林資源の安定供給に努めるとともに持続可能な地域の形成に寄
　与します。

このような研究に取り組むことにより、北海道に新しいビジネスが生まれ道民
にとってより住み良い環境を創っていきたいと思います。

（Ｔ）

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　最近の研究所の動き
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【「ジャパンホームショー２０１０」に出展しました！】

ジャパンホームショーは、毎年秋に東京ビッグサイトで行われる住宅建材や設
備機器に関する日本最大規模の展示会で、９万名近い来場者があります。
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北総研は、北海道庁・林産試験場・道内民間企業などとともに毎年「北海道グ
ループ」として出展しています。
今年度も１１／１７～１９の３日間、道産住宅技術・建材の全国への販路拡大
を図るとともに、北方型住宅をはじめとする北海道の住宅技術の全国への発信
と北総研の活動紹介などを行いました。

「北海道グループ」では、参加各企業の個別ブースの他に２０席程度のミニセ
ミナー会場を設け、「北総研セミナー」として当所の福島企画調整部長他によ
る技術セミナーや、道総研（北総研・林産試）の活動紹介、各企業によるプレ
ゼンテーションを期間中切れ目無く行いました。
セミナーは立ち見が出るほどの盛況で、高断熱高気密住宅の先進地北海道の技
術に関して全国的にも関心が高まっていることが伺えました。

北総研では今後も、様々なイベントや講演会・講習会などを通じて、道産の住
宅技術の発信を全国に向けて行っていきます。

（Ｈ）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【「くしろ安心住まいフェア」に参加しました】

平成２２年１１月２７日（土）、釧路市の釧路フィッシャマンズワープＭＯＯ
において開催された「くしろ安心住まいフェア～君の好きな家が百年続きます
ように～（主催：北海道釧路総合振興局）」に北総研も参加しました。

このイベントでは、安心できる住まいの提案や北海道にふさわしい住まいづく
りの普及、防災意識の向上を図ることを目的に、セミナーやパネル展示、防災
グッズや防災食の紹介などが行われました。

北総研が担当した室内避難体験では、夜間に大地震が発生したと想定し、停電
した中で服を着て、室内の散乱物を避けながら、玄関で靴を履き外に出るまで
を子供達に体験してもらいました。
アイマスクを着用し、視界が遮断されると予想以上に自分の思いどおりに身動
きできないことに、体験した子どもたちは皆戸惑っている様子でした。

また、５００年間隔地震津波ハーザードマップと津波浸水予測シミュレーショ
ンを用いて、津波に対する防災意識向上の普及を図るとともに研究成果のＰＲ
を行いました。

防災体験コーナーでは、釧路沖及び十勝沖の地震被害時のパネル展示を行い、
来場された釧路沖地震経験者の方から当時の様子をくわしく教えていただいた
という一幕もありました。

（Ｅ）
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※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【中国東北部の住宅事情調査を実施しました】

平成２２年１０月２３日（日）～２７日（水）の５日間、道産住宅部資材の販
路拡大のため、北海道と同じ寒冷地である中国瀋陽市において住宅事情を調査
しました。

瀋陽市内には高層集合住宅が多く、戸建て住宅は郊外の農家住宅と別荘くらい
だそうです。
近年は建築物の省エネ基準が設けられ、ＲＣ造外断熱住宅が建設されています
が、台所・浴室・トイレ以外に換気口がなく良好な室内環境の確保ができてい
ないなど、北海道の住宅事情とかなり異なります。

このため、北海道の優れた住宅部資材が中国の住宅に適用して必ずしも本来の
性能を発揮できる状況ではありませんが、寒冷地発の技術が巨大市場への販路
を開拓できるよう、応援を続けていきたいと考えています。

（Ｆ）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【８～１０月の依頼試験・判定業務】

平成２２年８月の受付件数

□依頼試験（担当：性能評価課）
依頼試験　２９件
設備使用　　６件
性能評価　　０件

□構造計算適合性判定業務（担当：構造計算適合性判定センター）
受付　　　３８件（４０棟）
結果通知　４７件（７２棟）

平成２２年９月の受付件数

□依頼試験（担当：性能評価課）
依頼試験　　８件
設備使用　　３件
性能評価　　１件

□構造計算適合性判定業務（担当：構造計算適合性判定センター）
受付　　　３９件（４４棟）
結果通知　４２件（５１棟）
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平成２２年１０月の受付件数

□依頼試験（担当：性能評価課）
依頼試験　２１件
設備使用　　３件
性能評価　　２件

□構造計算適合性判定業務（担当：構造計算適合性判定センター）
受付　　　２７件（３３棟）
結果通知　３６件（４０棟）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

■【外部への発表論文＆学会発表】

【論文発表】
□「北海道旭川市における都市防火性能評価による防火地域・準防火地域指定
　基準の策定」
　戸松　誠、大柳　佳紀、南　慎一
　日本建築学会計画系論文集Ｎｏ．６５７　Ｐ．２６２５－２６３２
　２０１０．１１

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓
　　　北総研からのお知らせ
〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓

■【研究ニーズ・普及ニーズを募集しています】

北総研では、当研究所の調査研究、研究成果の普及に関するニーズを募集して
います。

調査研究に対する要望のほか、旭川・札幌以外での調査研究発表会の開催、現
地指導の要望など、どのようなことでも構いません。

地域が抱える課題を解決するお手伝いをさせていただきますので、皆様のご意
見、ご要望をお聞かせください。お待ちしております。

ご意見、ご要望はこちらまで
nrb@hro.or.jp

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

【編集後記】　
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今号は秋の北総研の活動状況を報告いたしました。

ジャパンホームショーでは道内企業の方々と出展し、共同研究関係者など多く
の方々に北海道ブースへ足を運んでいただき、情報交換させていただきました
。
さらに、年末から年明けにかけて、道内３地域で意見交換会を予定しています
ので、住宅建築関係事業者の皆様にはよろしくお願いします。

（Ｆ）

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
　　　管理者からのお知らせ
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専
用アドレス宛てにメールにてお知らせください。
登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー
ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場
合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。
メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い
により配信される場合がございますので、ご了承ください。

■購読申込・変更・配信停止はこちら
　http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html
変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と
記載してください。

■各種お問い合わせメールフォーム
　http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目
的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。

───────────────────────────────────
発行：（地独）北海道立総合研究機構　建築研究本部　北方建築総合研究所
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